私のと ころに も、 他の 背景が あった。 

別 所が 李 永泰に 連れられて 初めて 私の 宅に 来た 時、 

彼 は 殆んど 口 を 利かずに、 李と 私との 雑談 を 笑顔で 聴 

いていた。 しん は 強そう だが、 然し 痩せた 腺病質な 体 

軀、 血色の わるい 細面の 顔、 しなやかな 長髪、 静かに 

澄んだ 目差、 それと なんだか そぐ わない 長い 感じの す 

る 歯 並、 そうした 面影が 私の 目に 留 つた。 それから 一 

二度 逢って るう ちに、 彼 も 次第に 口 を 利く ようになつ 

たが、 それでも、 過敏な 感性と いったよ うな ものが 言 

葉 を 抑制す るの が、 私の 目についた。 自分の 言葉が す 

ぐ 自分に 反映して くるら しく、 その 蒼白い 顔 を #K 々赤 



ヽ i o , 

レ 力 」 

別 所 はそう 叫んで、 顔 を 真 赤に そめた。 

その 三年 前の 浅 間 行きと いうの は、 別 所が 肺 を 病ん 

だり 野 田 沢 子に 失恋し かけたり、 其 他 いろいろな こと 

で、 死 を 想って る 時に、 李と 二人で 浅 間の 噴火口に 出 

かけた こと を 指す のだった。 李に 云わせる と、 別 所が 

果して 自殺し 得る かどう か を 絶大な 興味で 観察し に 

行った の だし、 別 所に 云わせる と、 李が あまり 心配す 

るので それ を 安心 させて やる ために ついて 行った の 

だった。 その、 事の 真偽 は ともかく として、 話の 裏に 

見られる 二人の 友情に 私 は 快い 笑み を 感じた。 



「 …… こんど、 別 所 君が 僕の アバ— トへ 来る ことにな 

リ ました。 先生 はこ このおば さんに 大変 信用が あるか 

ら、 別 所 君の 保証人に なること を、 一言い つて 下さい _ 

いま、 おばさんと かわります ご 

そして 電話口の 声 は 消えて、 しばらく 何 か 話 声が 伝 

わって きた。 —— 実は 私に は 全く だしぬけの ことで、 

何の 前触れ もなかつ たの だが、 然し 別 所に 保証人が い 

るなら、 なって やっても よいと いう 気持 は 当然 起った- 

私 は 春 日荘の 主婦の 椿 正 枝と は 古い 知り あいで、 その 

しっかりした 気性 や 多年の 未亡人 生活の 苦闘に、 ひそ 

かに 敬意 を 表して いるの だった。 



を 裏書きす るよう な 不平 を 別 所 は 洩らし 始めた の だ つ 

た。 

「互に 逢っても、 愛情の こと だと か、 心の 持ちようと 

か、 そんな 方面の 話 は 少しもし ないで、 支那 問題 だの、 

非常時の 女の 生活 だの、 世界の 情勢 だの、 戦争 論 だの、 

そんな ことば かり 話す 女 を、 先生 はどう 思われます 

ゝ o _ 

力 」 

「そり や あ 君、 いくら 恋愛の 仲 だって、 始終 愛情の こ 

とば かり 話す わけに も ゆくまい じ やない かご 

「そんなら、 愛情の こと は 一言 も 云わないで、 やたら 

に 妊娠ば かりす る 女 を どう 思われます かご 



ころまで 来る と、 いい 気持です ご 

私 は それに はっきり 同感が 出来ず、 然し 何 か 心 を 打 

たれて、 我知らず 立 上った、 そして 夜気 を 吸いながら 

煙草に 火 をつ ける と、 別 所 も 同じく 煙草 を 吸いだ した。 

「まあ ゆっくり 話そう よ。 僕の 家に 来 るんだ ろうご 

「もうい いんです。 ここでお 逢いし ましたから、 また 

伺います。 もう 何時で しょうご 

用件 以外の 時には 私 はいつ も 時計 を 身に つけて いな 

かった。 感じから すれば もう 一時 頃に なって いたろう 

ゝ o 

力 

そして 私 は 別 所と 別れた ので あるが、 酔って いたか 
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